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特集・ピア・サポート 
１
．
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
と
学
生
支
援
の
位
置
づ
け

現
在
の
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
、
川
島

（
二
〇
一
〇
ｂ
）
は
「
大
学
教
育
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
」「
慢
性
的
な

キ
ャ
リ
ア
不
安
」「
大
学
教
育
の
ア
ウ
ト
カ
ム
重
視
へ
の
転
換
」「
シ

ス
テ
ム
的
な
大
学
教
育
の
基
本
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
の
学
生
と
い
う

視
点
」
の
四
つ
に
ま
と
め
て
い
る
。
平
成
二
二
年
度
の
学
校
基
本
調

査
（
速
報
）
を
見
る
と
、
大
学
・
短
大
へ
の
進
学
率
は
五
六
・
八
％

で
過
去
最
高
値
を
記
録
し
、
多
様
な
学
修
履
歴
を
有
す
る
学
生
が
大

学
の
門
を
く
ぐ
る
一
方
で
、
学
部
卒
業
者
の
就
職
率
は
六
〇
・
八
％
、

一
時
的
な
仕
事
に
就
い
た
者
三
・
六
％
、
進
学
も
就
職
も
し
て
い
な

い
者
一
六
・
一
％
と
、
学
生
を
待
ち
受
け
る
社
会
情
勢
は
よ
り
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
大
学
教
育
の
質
保
証
の
一
端
を
担

っ
て
き
た
入
試
制
度
は
「
選
抜
か
ら
相
互
選
択
」
へ
と
移
り
、
出
口

管
理
の
強
化
へ
と
質
保
証
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
す
る
必
要
性
が
生
じ

て
き
て
い
る
。
学
生
の
学
力
低
下
の
問
題
が
焦
眉
の
課
題
と
な
り
、

補
完
教
育
や
初
年
次
教
育
な
ど
高
大
の
適
応
的
推
移
を
図
る
よ
う
な

取
組
が
積
極
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
学
生
に
は
大

学
生
活
を
通
じ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
す
る
と
い
っ
た
青
年

期
固
有
の
心
理
社
会
的
な
発
達
課
題
も
存
在
す
る
。
日
本
学
生
支
援

ピ
ア・サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
拓
か
れ
る
大
学
教
育
の 

新
た
な
可
能
性

山
田
剛
史

（
島
根
大
学
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
・
准
教
授
）
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機
構
が
実
施
し
て
い
る
実
態
調
査
（
平
成
二
〇
年
度
）
で
は
、
学
生

相
談
件
数
は
平
成
一
七
年
度
時
に
比
べ
て
六
四
・
五
％
が
増
加
し
て

い
る
と
回
答
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
「
対
人
関
係
」
が
七
九
・
三

％
と
圧
倒
的
に
高
く
、次
い
で
「
精
神
障
害
」（
五
四
・
五
％
）
や
「
心

理
・
性
格
」（
四
二
・
八
％
）
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
事
項
と

な
っ
て
い
る
（
日
本
学
生
支
援
機
構
、
二
〇
〇
九
）。
こ
う
し
た
問

題
は
、
学
業
と
は
関
係
な
い
学
生
個
人
の
問
題
、
あ
る
い
は
少
数
派

と
し
て
一
部
の
専
門
機
関
の
扱
う
問
題
と
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
実
際
は
対
人
関
係
の
問
題
が
学
業
の
遂
行
を
阻
む
な
ど
相
互

に
干
渉
し
あ
っ
て
お
り
、
学
生
生
活
全
体
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉
え

る
必
要
が
あ
る
。

文
部
科
学
省
に
お
い
て
も
、「
大
学
に
お
け
る
学
生
生
活
の
充
実

方
策
に
つ
い
て
―
学
生
の
立
場
に
立
っ
た
大
学
づ
く
り
を
目
指
し
て

（
報
告
）」（
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
、
二
〇
〇
〇
）
や
「
学
士
課

程
教
育
の
構
築
に
向
け
て
（
答
申
）」（
中
央
教
育
審
議
会
、

二
〇
〇
八
）、「
中
長
期
的
な
大
学
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
第
二
次

報
告
」（
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
、
二
〇
〇
九
）
な
ど
に
お

い
て
、
学
生
相
談
を
大
学
教
育
の
一
環
（
そ
れ
ぞ
れ
人
間
形
成
、
学

習
成
果
、
質
保
証
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た
観
点
）
と
し
て
捉
え
直
す
こ

と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
平
成
一
九
年
度
よ
り
学
生
支
援
機
能
の

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
財
政
支
援
（
学
生
支
援
G
P
等
）

も
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
最
近
の
注
目
す
べ
き
傾
向
と
し
て
、
ピ

ア
・
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
学
生
自
身
を
、
学
生
支
援
の
取
組
や
正
課
教

育
・
正
課
外
の
諸
活
動
、
さ
ら
に
は
大
学
教
育
の
運
営
に
参
画
さ
せ
、

彼
ら
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
学
習
に
取
り
組
む
積
極
的
な
態
度
を
、

そ
の
相
互
関
係
の
中
で
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
試
み
が
広
が
っ
て
き

て
い
る
（
川
島
、
二
〇
一
〇
ａ
）。
ま
た
、
日
本
学
生
支
援
機
構

（
二
〇
〇
七
）
は
、
学
生
支
援
機
能
を
三
層
に
分
け
、「
日
常
的
学
生

支
援
（
第
一
層
）」
に
お
け
る
、
友
人
、
教
員
、
事
務
系
職
員
、
何

で
も
相
談
窓
口
（
員
）
や
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
な
ど
が
「
制
度
化
さ
れ

た
学
生
支
援
（
第
二
層
）」
や
「
専
門
的
学
生
支
援
（
第
三
層
）」
へ

の
橋
渡
し
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
な
ど
が
大
学
に
求
め
ら
れ
る
学
生

支
援
機
能
で
あ
る
と
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
果
た
す
重
要
性
に
つ
い

て
指
摘
し
て
い
る
。

２
．
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト

（
１
）
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
発
展
経
緯
と
拡
大
背
景

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
原
型
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
一
九
〇
九
年

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
非
行
防
止
を
目
的
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た

B
B
S
（BigBrother-BigSister

）
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
る
こ
と
が

出
来
、
第
二
次
大
戦
後
の
日
本
の
少
年
非
行
防
止
に
お
い
て
も
導
入
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さ
れ
て
き
た
（
大
石
・
木
戸
・
林
・
稲
永
、
二
〇
〇
七
）。
そ
の
後
、

一
九
九
五
～
一
九
九
六
年
に
か
け
て
起
き
た
、
い
じ
め
の
第
二
波
と

呼
ば
れ
る
時
期
か
ら
積
極
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
（
池

島
、
二
〇
一
〇
）、
福
祉
、
保
健
、
医
療
、
教
育
な
ど
多
様
な
領
域

で
様
々
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。
大
学
教
育
に
お
け
る
歴

史
は
ま
だ
浅
い
も
の
の
、
一
九
九
七
年
に
広
島
大
学
で
開
始
さ
れ
た

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
ル
ー
ム
（
内
野
、
二
〇
〇
三
）
を
契
機
と
し
て

急
速
に
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
に
行
わ
れ
た
日

本
学
生
支
援
機
構
の
調
査
（
二
〇
〇
九
）
に
よ
る
と
「
ピ
ア
・
サ
ポ

ー
ト
等
、
学
生
同
士
で
支
援
す
る
制
度
の
実
施
状
況
」
は
、
大
学
全

体
で
二
一
・
三
％
（
国
立
四
五
・
一
％
、
公
立
一
七
・
一
％
、
私
立

一
八
・
二
％
、
短
大
八
・
三
％
、
高
専
二
三
・
〇
％
）
で
、
絶
対
数
と

し
て
は
ま
だ
約
五
分
の
一
の
機
関
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
前
回
調

査
（
二
〇
〇
五
年
）
の
一
二
・
九
％
か
ら
見
れ
ば
そ
の
広
が
り
の
早

さ
を
伺
う
こ
と
が
出
来
る
。

こ
う
し
た
広
が
り
の
背
景
に
あ
る
学
生
心
性
と
し
て
、
大
学
生
は

同
世
代
と
の
親
密
性
が
発
達
課
題
と
な
り
、
友
人
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

が
他
の
資
源
と
比
べ
て
最
も
高
い
時
期
で
あ
る
こ
と
（
嶋
、

一
九
九
二
）
や
、
大
学
生
の
援
助
要
請
の
特
徴
と
し
て
、
専
門
家
よ

り
も
友
人
や
家
族
な
ど
の
身
近
な
援
助
者
に
対
す
る
援
助
要
請
を
好

む
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
（
木
村
、
二
〇
〇
七
）
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
の
上
で
、
杉
村
他
（
二
〇
〇
六
）
は
、
大
学
で
ピ
ア
・
サ

ポ
ー
ト
活
動
が
必
要
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
、（
一
）
学
生
の
心
理

的
問
題
の
多
様
化
に
対
し
て
、
専
門
家
に
よ
る
相
談
窓
口
だ
け
で
は

な
く
、
よ
り
軽
微
な
問
題
の
段
階
で
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
を
開

設
し
て
、
早
期
に
解
決
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
、（
二
）
近
年
の

大
学
改
革
に
伴
っ
て
か
え
っ
て
複
雑
化
・
専
門
化
す
る
種
々
の
相
談

窓
口
に
、
学
生
を
適
切
に
つ
な
ぐ
た
め
、（
三
）
サ
ー
ク
ル
活
動
や

ク
ラ
ス
の
ま
と
ま
り
が
低
下
す
る
傾
向
が
あ
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
自

発
的
に
行
わ
れ
て
い
た
学
生
の
潜
在
的
な
能
力
の
開
発
を
、
相
談
活

動
を
通
し
た
学
生
同
士
の
交
流
に
よ
っ
て
意
図
的
に
促
す
必
要
が
生

じ
た
こ
と
、
を
挙
げ
て
い
る
。

（
２
）�

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
研
究
か
ら
捉
え
る
ピ
ア
・
サ
ポ
ー

ト
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
定
義
に
つ
い
て
、〝
援
助
の
た
め
の
訓
練
を

受
け
た
同
年
代
の
仲
間
が
、
問
題
に
直
面
し
た
仲
間
を
支
援
す
る
活

動
〟（Cole

、
一
九
九
九
：
森
川
、
二
〇
〇
一
）
や
〝
…
教
師
の
指�

導
・
助
言
の
も
と
に
、
子
ど
も
た
ち
の
相
互
の
人
間
関
係
を
豊
か
に

す
る
た
め
の
学
習
の
場
を
各
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
設
定
し
、
そ
こ

で
得
た
知
識
や
ス
キ
ル
（
技
術
）
を
も
と
に
、
仲
間
を
思
い
や
り
、

支
え
る
実
践
活
動
〟（
日
本
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
学
会
、
二
〇
〇
八
）
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な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
学
生
支
援
機
構
（
二
〇
〇
九
）
で
は
、

大
学
教
育
文
脈
で
〝
学
生
生
活
上
で
支
援
（
援
助
）
を
必
要
と
し
て

い
る
学
生
に
対
し
、仲
間
で
あ
る
学
生
同
士
で
気
軽
に
相
談
に
応
じ
、

手
助
け
を
行
う
制
度
〟
と
定
義
づ
け
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
効
果
・
意
義
を
捉
え
る
た
め
に
、

上
位
概
念
に
も
あ
た
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
に
着
目
す
る
。
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
の
定
義
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、〝
既
存
の
人

間
関
係
に
よ
る
持
続
的
・
互
恵
的
な
向
社
会
的
行
動
で
あ
り
、
個
人

の
私
的
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
公
的
な
関
係
に
よ
る
も
の
も
含
ま
れ

る
〟
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
（
松
井
・
浦
、
一
九
九
八
）。
分
類
に

つ
い
て
は
、
受
容
や
共
感
な
ど
の
「
情
緒
的
サ
ポ
ー
ト
」、
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
や
社
会
的
比
較
な
ど
の
「
評
価
的
サ
ポ
ー
ト
」、
助
言
や

情
報
提
供
な
ど
の
「
情
報
的
サ
ポ
ー
ト
」、
労
働
力
や
金
銭
な
ど
に

よ
る
具
体
的
援
助
な
ど
の「
道
具
的
サ
ポ
ー
ト
」の
四
分
類（H

ouse

、

一
九
八
一
）、
あ
る
い
は
大
き
く
「
情
緒
的
サ
ポ
ー
ト
」（
個
人
の
心

理
的
な
不
快
感
を
軽
減
し
た
り
、
自
尊
心
の
維
持
・
回
復
を
促
す
）

と
「
道
具
的
サ
ポ
ー
ト
」（
個
人
が
抱
え
て
い
る
問
題
そ
の
も
の
を

直
接
な
い
し
間
接
的
に
解
決
す
る
こ
と
に
役
立
つ
）
の
二
つ
に
大
別

で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
浦
、
一
九
九
二
：
福
岡
、

二
〇
〇
九
）。

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
孤
独
感
の
低

減
や
主
観
的
幸
福
感
の
向
上
（
山
口
・
和
田
、
一
九
九
七
：
森
田
、

二
〇
〇
三
）、
精
神
的
健
康
の
維
持
・
向
上
（
塩
澤
、
二
〇
〇
八
）、

新
入
生
の
大
学
適
応
と
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
関
連
（
和
田
、

一
九
九
二
）、
友
人
の
サ
ポ
ー
ト
が
新
入
生
の
自
己
充
実
的
な
達
成

動
機
を
維
持
・
向
上
さ
せ
、
学
業
お
よ
び
大
学
生
活
全
般
に
つ
い
て

の
意
欲
低
下
を
防
ぐ
効
果
（
福
岡
、
二
〇
〇
〇
：
福
岡
、

二
〇
〇
七
）
な
ど
、
多
く
の
実
証
的
研
究
に
よ
っ
て
そ
の
効
果
が
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
知
見
は
今
後
一
層
の
進
展
を
見
せ
る
で
あ

ろ
う
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
実
践
を
支
え
る
も
の
と
し
て
有
効
な
枠
組
を

提
供
し
て
く
れ
る
。
上
記
類
型
に
お
い
て
、
道
具
的
な
サ
ポ
ー
ト
に

加
え
て
、
情
緒
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
双
対
を
成
す
も
の
と
し
て
挙
げ
ら

れ
、
そ
れ
は
教
員
や
職
員
、
家
族
と
は
異
な
る
友
人
（
ピ
ア
）
が
最

も
強
い
影
響
力
を
発
揮
す
る
サ
ポ
ー
ト
形
態
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
の
連
鎖
が
、
対
面
環
境
の
み
な
ら
ず
近
年
進

展
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
も
具
現
化
さ
れ
る
こ
と
で
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
形
成
す
る
。
そ
し
て
、
そ
う

し
た
場
や
そ
こ
で
の
営
み
は
「
社
会
関
係
資
本
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ

ャ
ピ
タ
ル
）」
と
し
て
相
互
循
環
的
・
持
続
発
展
的
な
サ
ポ
ー
ト
シ

ス
テ
ム
と
な
り
う
る
。

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
上
位
概
念
と
な
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト

研
究
の
成
果
か
ら
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
が
教
職
員
等
の
大
人
に
よ
る
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特集・ピア・サポート 
支
援
と
は
異
な
る
側
面
（
学
業
面
・
心
理
面
）
に
お
い
て
重
要
な
役

割
・
機
能
を
果
た
し
て
い
る
可
能
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
た
。

次
に
、
大
学
に
お
け
る
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
実
践
を
も
と
に
、

そ
の
教
育
的
効
果
お
よ
び
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

３
．
大
学
に
お
け
る
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
教
育
的
効
果

（
１
）
実
態
調
査
か
ら
見
る
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
教
育
的
効
果

ま
ず
、
全
体
を
俯
瞰
し
実
証
的
な
レ
ベ
ル
で
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の

効
果
を
検
討
す
る
た
め
の
調
査
デ
ー
タ
を
取
り
上
げ
る
。こ
こ
で
は
、

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
が
全
国
の
大
学
生
四
、〇
七
〇

名
を
対
象
に
実
施
し
た
「
大
学
生
の
学
習
・
生
活
実
態
調
査
」

（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
）
を
取
り
上
げ
る
（Benesse

教
育
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
九
）。
そ
の
中
か
ら
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
に
関

連
し
た
学
習
経
験
の
多
寡
に
関
す
る
項
目
を
選
出
し
、学
業
成
績（
回

答
者
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
G
P
A
）
や
学
習
成
果
（
L
O
）
の

差
異
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
具
体
的
に
は
、
表
１
に
示
す
項
目
に

関
し
て
、
大
学
の
授
業
で
経
験
し
て
き
た
頻
度
（
四
件
法
）
を
独
立

変
数
、
学
習
成
果
二
八
項
目
に
関
す
る
四
因
子
（
Ｆ
1
．
全
般
的
技

能
：
一
八
項
目
、
Ｆ
2
．
数
的
処
理
：
五
項
目
、
Ｆ
3
．
外
国
語
：

三
項
目
、
Ｆ
4
．
積
極
的
態
度
：
二
項
目
／
四
件
法
）（
山
田
、

二
〇
〇
九
）
を
従
属
変
数
と
し
た
一
要
因
分
散
分
析
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
全
て
の
項
目
で
〇
・
一

％
水
準
の
有
意
差
が
み
ら
れ

た
。
多
重
比
較（
L
S
D
法
）

の
結
果
よ
り
、
経
験
頻
度
が

高
く
な
る
ほ
ど
、
G
P
A

や
L
O
も
高
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
顕
著
に
示

さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
ピ
ア
・

サ
ポ
ー
ト
的
な
要
素
に
加

え
、
協
調
学
習
等
の
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
的
な
要

素
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

推
察
さ
れ
る
た
め
、
純
粋
な

ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
効
果
と

読
む
こ
と
は
出
来
な
い
が
、

間
接
的
に
で
も
そ
の
重
要
性

を
指
摘
す
る
に
足
る
結
果
で

あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
一
方

で
、
問
題
は
そ
の
学
習
経
験

の
相
対
的
な
少
な
さ
を
見
て

取
れ
る
。「
よ
く
あ
っ
た
」

表 1．ピア・サポートに関連した授業内外の学習経験の多寡による学業成績
および学習成果の差異（Ｎ =4070）

35-8. 上級生や下級生と授業時間内にコミュニケーション（議論・質問・対話など）がとれる授業

4. よくあった
（136名/3.3％）

3. ある程度あった
（666名/16.4％）

2. あまりなかった
（1160名/28.5％）

1.ほとんどなかった
（2108名/51.8％）

多重比較
（LSD法）

GPA   3.16   3.01   2.94   2.92 4 ＞ 3＞ 2,1

LO1 全般的技能 58.37 51.76 49.51 46.65 4＞ 3＞ 2＞ 1

LO2 数的処理 15.30 13.85 13.20 12.28 4＞ 3＞ 2＞ 1

LO3 外国語   8.65   7.74   7.08   6.32 4＞ 3＞ 2＞ 1

LO4積極的態度   5.12   4.73   4.26   3.58 4＞ 3＞ 2＞ 1
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特集・ピア・サポート 
と
「
あ
る
程
度
あ
っ
た
」
を
併
せ
て
も
二
割
程
度
で
あ
る
。
ピ
ア
を

含
む
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
込
ん
だ
授
業
が
、
学
生

の
汎
用
的
技
能
の
み
な
ら
ず
知
識
獲
得
に
お
い
て
も
一
定
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
今
後
よ
り
こ
う
し
た

要
素
を
含
み
込
ん
だ
授
業
内
外
で
の
活
動
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
実
践
研
究
か
ら
見
る
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
教
育
的
効
果

統
計
調
査
で
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
全
国
の
大
学
で
ピ
ア
・
サ
ポ

ー
ト
に
関
す
る
取
組
が
急
増
し
て
き
て
い
る
。取
組
内
容
と
し
て
は
、

新
入
生
の
適
応
支
援
、
補
完
教
育
や
初
年
次
教
育
な
ど
で
の
学
習
支

援
（
メ
ン
タ
ー
）、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン

ス
等
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
運
営
、
学
修
・
進
路
・
心
理
面
・
生
活
面

な
ど
様
々
な
問
題
に
応
答
す
る
「
何
で
も
相
談
室
」
に
お
け
る
支
援

な
ど
様
々
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
実
施
形
態
と
し
て
は
、
大
石
等

（
二
〇
〇
七
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
．
全
学
の
活
動
と
し
て
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
進
め
て
い
る
例
、

二
．
す
で
に
あ
る
組
織
（
サ
ー
ク
ル
活
動
や
T
A
制
度
等
）
を
生

か
し
て
学
生
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
を
行
い
、
活
動
を
行
う
例
、

三
．
希
望
者
を
募
り
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
を
行
い
、
特
に
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
は
つ
く
ら
ず
、
自
主
的
な
活
動
に
任
す
例
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
は
ま
だ
萌
芽
期
に

あ
り
、
効
果
検
証
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
で
成
果
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の

は
少
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
三
つ
の
実
践
研
究
事
例
を
取
り
上

げ
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
教
育
的
効
果
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

一
つ
目
は
、
立
命
館
大
学
が
展
開
す
る
「
オ
リ
タ
ー
・
エ
ン
タ
ー

活
動
（
オ
リ
タ
ー
活
動
）」
に
関
す
る
実
践
研
究
で
あ
る
（
寺
本
・

伊
藤
・
伊
藤
・
中
村
、
二
〇
〇
七
）。
新
入
生
の
大
学
生
活
へ
の
適

応
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
九
九
二
年
度
か
ら
大

学
の
施
策
の
一
環
と
し
て
制
度
化
さ
れ
て
い
る
活
動
で
あ
る
。
上
級

生
の
集
団
で
構
成
さ
れ
る
オ
リ
タ
ー
が
、
就
任
前
・
就
任
中
・
就
任

後
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
六
つ
の
項
目
（
積
極
性
、
社
会
性
、
責
任
感
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
、
問
題
解
決

力
）
に
つ
い
て
ど
の
程
度
向
上
し
た
の
か
に
つ
い
て
五
段
階
で
回
答

し
て
い
る
。
結
果
、
全
体
で
は
、
就
任
前
三
・
一
八
、
就
任
中
四
・

〇
九
、
就
任
後
四
・
一
六
と
漸
次
上
昇
し
、
就
任
前
と
就
任
後
の
数

値
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
数
値
ア
ッ
プ
四
九
九
人
（
八
八
・
五
％
）、

数
値
ダ
ウ
ン
三
七
人
（
六
・
六
％
）、
変
化
な
し
二
六
人
（
四
・
六
％
）

と
九
割
近
い
学
生
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
結
果
を
受
け
、〝
オ
リ
タ
ー
活
動
は
、
オ
リ
タ
ー
（
個
人
）、
オ

リ
タ
ー
団
（
集
団
）
を
基
点
に
、
新
入
生
を
動
機
づ
け
す
る
だ
け
で

な
く
、
オ
リ
タ
ー
自
身
が
成
長
し
て
い
る
〟
と
指
摘
し
て
い
る
。
多

く
の
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
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サ
ポ
ー
ト
を
行
う
側
の
成
長
と
い
う
視
点
は
、
通
常
の
教
職
員
に
よ

る
学
生
支
援
と
は
大
き
く
異
な
る
。

二
つ
目
は
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
的
な
要
素
を
含
む
が
枠
組
と
し
て

は
大
学
運
営
へ
の
学
生
参
画
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
名
古
屋
大
学

物
理
学
教
室
に
お
け
る
実
践
研
究
で
あ
る
（
安
田
・
近
田
、

二
〇
〇
九
）。
二
〇
〇
三
年
四
月
に
創
設
さ
れ
た
学
生
教
育
委
員
会

は
、
自
発
的
に
物
理
学
教
室
の
学
部
生
・
院
生
の
学
力
向
上
を
目
的

と
し
た
企
画
を
発
案
・
運
営
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
へ
の
参
加
や

授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
・
分
析
も
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

活
動
に
参
加
し
て
い
る
学
生
へ
の
面
接
調
査
か
ら
、
経
験
年
数
に
応

じ
た
成
長
過
程
（
第
一
段
階
：「
物
事
を
幅
広
く
考
え
る
視
野
を
身

に
つ
け
る
」、
第
二
段
階
：「
企
画
立
案
・
実
行
能
力
を
身
に
つ
け
る
」、

第
三
段
階
：「
主
体
的
に
行
動
す
る
意
識
を
身
に
つ
け
る
」）
を
導
き

出
し
て
い
る
。
第
三
段
階
の
意
識
を
身
に
つ
け
る
に
は
三
年
以
上
の

経
験
を
積
む
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

三
つ
目
は
、
島
根
大
学
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
が
総
合
理
工
学
部
と

協
働
で
、
状
況
論
的
学
習
論
に
お
け
る
認
知
的
徒
弟
制
を
基
盤
と
し

て
開
発
・
実
施
し
た
メ
ン
タ
ー
制
度
に
関
す
る
実
践
研
究
で
あ
る

（
森
・
雨
森
・
酒
井
、
二
〇
一
〇
）。
対
象
領
域
は
物
理
分
野
で
、

二
〇
〇
九
年
度
入
学
生
六
四
名
を
対
象
に
、
新
た
に
設
け
た
学
習
室

（
週
三
回
九
〇
分
）
に
三
名
の
メ
ン
タ
ー
を
配
置
し
た
。
メ
ン
タ
ー

は
プ
レ
ー
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト
な
ど
の
結
果
を
踏
ま
え
て
訪
れ
る
新
入

生
（
メ
ン
テ
ィ
）
の
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
、
宿
題
の
問
題
作

成
や
採
点
を
行
う
こ
と
（
後
期
よ
り
）
な
ど
の
役
割
を
担
っ
た
。
結

果
と
し
て
、
特
に
メ
ン
タ
ー
に
よ
る
作
問
・
採
点
は
知
識
（
試
験
成

績
）
の
向
上
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
メ

ン
タ
ー
へ
の
調
査
か
ら
〝
メ
ン
タ
ー
自
身
も
自
分
た
ち
が
つ
ま
ず
い

た
経
験
を
踏
ま
え
、
考
え
方
が
分
か
る
よ
う
に
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ

で
課
題
作
成
を
心
が
け
た
〟
と
い
っ
た
ピ
ア
な
ら
で
は
の
視
点
の
有

効
性
が
見
出
さ
れ
た
。
上
記
二
事
例
の
よ
う
な
汎
用
的
技
能
の
獲
得

の
み
な
ら
ず
、
知
識
の
獲
得
に
お
い
て
も
教
員
と
は
異
な
る
ピ
ア
・

サ
ポ
ー
ト
な
ら
で
は
の
効
果
が
得
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。

４
．
お
わ
り
に
：
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
推
進
に
伴
う
課
題

最
後
に
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
推
進
に
伴
う
問
題
点
と
課
題

に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。W

alker &
 A

vis

（
一
九
九
九
）
は
、Peer education

の
失
敗
要
因
と
し
て
次
の
七

つ
（
①
計
画
の
明
確
な
ね
ら
い
・
目
標
の
欠
如
、
②
計
画
デ
ザ
イ
ン

と
計
画
を
制
限
す
る
外
的
環
境
と
の
不
一
致
、
③
人
的
・
金
銭
的
投

資
の
不
足
、
④Peer education

は
、
複
雑
な
過
程
で
あ
り
、
高

度
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た
人
材
が
必
要
だ
と
い
う
認
識
の
欠
如
、

⑤educator
へ
の
適
切
で
な
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
サ
ポ
ー
ト
、
⑥
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境
界
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
の
欠
如
、
⑦
多
方
向
か
ら
の
援
助
の

不
足
）
を
挙
げ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
重
要
な
要
因
で
あ
る
が
、
と
り

わ
け
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
研
修
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
重
要
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
池
島
（
二
〇
〇
七
）
は
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
三
段
階

と
し
て
、「（
事
前
の
）
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」、「（
実

際
の
）
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
」、「（
活
動
後
の
）
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
挙
げ
、
事
前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
最
も
重
要
な
位
置
を
占

め
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
米
国
に
お
い
て
も
ピ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
一
年
次
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
（
山
田
、
二
〇
〇
五
）。

ま
た
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
が
有
効
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
人
的
・

物
的
環
境
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
サ
ポ
ー
タ
ー
が
主
体
性
を
発
揮
す
る
た
め
に
、
大

学
院
生
を
中
心
と
し
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
組
み
込
ん
だ
ピ
ア
・
サ
ポ

ー
ト
組
織
（
杉
村
他
、
二
〇
〇
六
）
や
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
授
業
と

は
異
な
る
、
教
職
員
に
よ
る
教
育
・
指
導
（
佐
藤
、
二
〇
〇
五
）、

大
学
内
で
の
管
理
職
を
は
じ
め
と
す
る
全
学
で
の
し
っ
か
り
と
し
た

支
え
と
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
や
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
運
営
に
携

わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
存
在
（
大
石
他
、
二
〇
〇
七
）
な
ど
、
包
括
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
と
教
職
員
協
働
体
制
の
元
で
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
活
動
が
広
い
意
味
で
の
学
生
の
学
び

の
質
向
上
に
結
び
つ
く
た
め
に
、
関
連
す
る
研
究
領
域
も
参
考
に
し

な
が
ら
実
践
に
基
づ
く
研
究
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

引
用
文
献

Benesse

教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
編
（
二
〇
〇
九
）『
大
学
生
の
学
習
・

生
活
実
態
調
査
報
告
書
』
研
究
所
報
、
五
一

中
央
教
育
審
議
会
（
二
〇
〇
八
）
学
士
課
程
教
育
の
構
築
に
向
け
て
（
答
申
）

中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
（
二
〇
〇
九
）
中
長
期
的
な
大
学
教
育
の
在

り
方
に
関
す
る
第
二
次
報
告
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.

（
一
九
九
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ids H
elping K

ids. Canada: Peer Resources.
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バ
ー
ン
ズ
亀
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静
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文
訳　
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〇
〇
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『
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
実

践
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
川
島
書
店
）

福
岡
欣
治
（
二
〇
〇
九
）
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
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日
本
社
会
心
理
学
会

編
『
社
会
心
理
学
事
典
』
丸
善
（pp.

一
四
四-

一
四
五
）

福
岡
欣
治
（
二
〇
〇
七
）
大
学
新
入
生
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
と
心
理

的
適
応
―
自
己
充
実
的
達
成
動
機
の
媒
介
的
影
響
―　

静
岡
文
化
芸
術
大

学
研
究
紀
要
、
八
、六
九-

七
七
．

福
岡
欣
治
（
二
〇
〇
〇
）
大
学
生
に
お
け
る
家
族
お
よ
び
友
人
の
知
覚
さ
れ

た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
と
無
気
力
傾
向
―
達
成
動
機
を
媒
介
要
因
と

し
た
検
討
―　

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
、
一
四
（
三
）、

一-

一
〇
．
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ouse, J. S.

（
一
九
八
一
）W

ork stress and social support. A
ddison-
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池
島
徳
大
（
二
〇
一
〇
）
集
団
の
共
同
性
意
識
の
再
構
築
と
ピ
ア
・
サ
ポ
ー

ト　

奈
良
教
育
大
学
教
職
大
学
院
研
究
紀
要
、
二
、三
一-

四
二
．

池
島
徳
大
（
二
〇
〇
七
）
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト　

佐
藤
修
策
監
修
『
学
校
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
理
論
と
実
践
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
（pp.

一
〇
二- 

一
〇
八
）

川
島
啓
二
（
二
〇
一
〇
ａ
）
大
学
教
育
の
革
新
とFD

の
新
展
開　

国
立
教

育
政
策
研
究
所
紀
要
、
一
三
九
、九-

二
〇
．

川
島
啓
二
（
二
〇
一
〇
ｂ
）
学
生
支
援
の
現
状
と
課
題
―
学
生
を
支
援
・
活

性
化
す
る
取
り
組
み
の
充
実
に
向
け
て
―　

日
本
学
生
支
援
機
構
学
生
生

活
部
『
学
生
支
援
の
現
状
と
課
題
―
学
生
を
支
援
・
活
性
化
す
る
取
り
組

み
の
充
実
に
向
け
て
―
』
大
学
等
に
お
け
る
学
生
支
援
取
組
状
況
調
査
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
中
間
報
告
書
（pp.

一
〇
九-

一
一
八
）

木
村
真
人
（
二
〇
〇
七
）
わ
が
国
の
学
生
相
談
に
対
す
る
援
助
要
請
研
究
の

動
向
と
課
題　

東
京
成
徳
大
学
人
文
学
部
研
究
紀
要
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一
四
、三
五-

五
〇
．

松
井
豊
・
浦
光
博
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一
九
九
八
）
援
助
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
の
研
究

概
略　

松
井
豊
・
浦
光
博
編
著
『
人
を
支
え
る
心
の
科
学
』
誠
信
書
房
（pp.

一-

一
七
）

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
（
二
〇
〇
〇
）
大
学
に
お
け
る
学
生
生
活
の
充
実

方
策
に
つ
い
て
―
学
生
の
立
場
に
立
っ
た
大
学
づ
く
り
を
目
指
し
て
―

（
報
告
）

森
川
澄
男
（
二
〇
〇
一
）
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
実
際
―
教
師
と
の
連
携
を

ど
う
す
す
め
る
か
―　

臨
床
心
理
学
、
一
（
二
）、
一
六
〇-

一
六
五
．

森
田
薫
（
二
〇
〇
三
）
青
年
期
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
と
主
観

的
幸
福
感
と
の
関
連
―
対
象
表
象
の
視
点
を
加
え
て
―　

九
州
大
学
心
理

学
研
究
、
四
、一
六
七-

一
七
五
．

森
朋
子
・
雨
森
聡
・
酒
井
博
之
（
二
〇
一
〇
）
効
果
的
な
修
学
サ
ポ
ー
ト
を

目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
デ
ザ
イ
ン
実
験
―
認
知
的
徒
弟
制
に
お
け
る
兄
弟

子
の
立
ち
位
置
に
注
目
し
て
―　

日
本
教
育
工
学
会
第
26
回
全
国
大
会
講

演
論
文
集
、
六
五
三-

六
五
四
．

日
本
学
生
支
援
機
構
（
二
〇
〇
九
）「
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校

に
お
け
る
学
生
支
援
の
取
組
状
況
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
」
調
査
報
告

日
本
学
生
支
援
機
構
（
二
〇
〇
七
）
大
学
に
お
け
る
学
生
相
談
体
制
の
充
実

方
策
に
つ
い
て
―
「
総
合
的
な
学
生
支
援
」
と
「
専
門
的
な
学
生
相
談
」

の
「
連
携
・
協
働
」
―

日
本
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
学
会
企
画
（
二
〇
〇
八
）『
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
実
践

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
―
Ｑ
&
Ａ
に
よ
る
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
す

べ
て
―
』
ほ
ん
の
森
出
版

大
石
由
起
子
・
木
戸
久
美
子
・
林
典
子
・
稲
永
努
（
二
〇
〇
七
）
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
・
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
け
る
文
献
展
望　

山
口
県
立
大
学
社

会
福
祉
学
部
紀
要
、
一
三
、一
〇
七-

一
二
一
．

佐
藤
浩
章
（
二
〇
〇
五
）
学
生
支
援
策
と
し
て
の
ピ
ア
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
可
能
性　

I
D
E
・
現
代
の
高
等
教
育
、
No.
四
七
三
、二
七-

三
一
．

嶋
信
宏
（
一
九
九
二
）
大
学
生
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
日
常
生

活
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
効
果　

社
会
心
理
学
研
究
、
七
、四
五-

五
三
．

塩
澤
聖
子
（
二
〇
〇
八
）
大
学
新
入
生
を
調
査
対
象
と
し
た
大
学
生
用
ソ
ー

シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
尺
度
の
作
成　

学
校
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
一
一
、三
三-

四
二
．

杉
村
和
美
・
小
倉
正
義
・
加
藤
大
樹
・
松
岡
弥
玲
・
山
田
奈
保
子
（
二
〇
〇
六
）

ペ
ア
相
談
と
学
生
の
主
体
性
を
取
り
入
れ
た
大
学
で
の
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
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活
動　

青
年
心
理
学
研
究
、
一
八
、五
一-

六
二
．

寺
本
憲
昭
・
伊
藤
昭
・
伊
藤
則
男
・
中
村
成
夫
（
二
〇
〇
七
）
学
生
活
動
の

効
果
検
証
―
オ
リ
タ
ー
活
動
（
上
級
生
に
よ
る
新
入
生
支
援
組
織
）
を
ケ

ー
ス
に
―　

大
学
行
政
研
究
、
二
、一
三
三-

一
四
六
．

内
野
悌
司
（
二
〇
〇
三
）
広
島
大
学
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
ル
ー
ム
の
初
年
度

の
活
動
に
関
す
る
考
察　

学
生
相
談
研
究
、
二
三
、二
三
三-

二
四
二
．

浦
光
博
（
一
九
九
二
）『
支
え
あ
う
人
と
人
―
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
の

社
会
心
理
学
―
』
サ
イ
エ
ン
ス
社

和
田
実
（
一
九
九
二
）
大
学
新
入
生
の
心
理
的
要
因
に
及
ぼ
す
ソ
ー
シ
ャ
ル

サ
ポ
ー
ト
の
影
響　

教
育
心
理
学
研
究
、
四
〇
、三
八
六-

三
九
三
．

W
alker, S. A

., &
 A

vis, M
.

（
一
九
九
九
）Com

m
on reasons w

hy peer 
education fails. Journal of A

dolescence, 
二
二
、五
七
三-

五
七
七
．

山
口
雅
敏
・
和
田
実
（
一
九
九
七
）
ス
ト
レ
ス
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
が

孤
独
感
、
疾
病
徴
候
、
お
よ
び
大
学
満
足
度
に
及
ぼ
す
影
響
―
大
学
新
入

生
に
つ
い
て
の
縦
断
研
究　

東
京
学
芸
大
学
紀
要
（
第
１
部
門
）、

四
八
、二
三
九-

二
四
八
．

山
田
礼
子
（
二
〇
〇
五
）『
一
年
時
（
導
入
）
教
育
の
日
米
比
較
』
東
信
堂

山
田
剛
史
（
二
〇
〇
九
）
大
学
で
の
学
習
成
果　

Benesse

教
育
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
編
『
大
学
生
の
学
習
・
生
活
実
態
調
査
報
告
書
』
研
究
所
報
、

五
一
（pp.

一
〇
〇-

一
〇
六
）

安
田
淳
一
郎
・
近
田
政
博
（
二
〇
〇
九
）
教
育
改
善
活
動
に
参
加
す
る
学
生

の
意
識
変
化
―
名
大
物
理
学
教
室
に
お
け
る
学
生
教
育
委
員
会
の
事
例
―

　

名
古
屋
高
等
教
育
研
究
、
九
、一
一
三-

一
三
二
．


